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見開きの右ページ下部に 「次につなげよ
う」 を掲載しています。各時間の「問い」
がつながり、単元を通して一貫した追究を
進められます。

各単元の「つかむ」
場面に「学習問題」
をつくる活動を位置
づけています。

１単位時間の内容
を基本的に１見開き
（２ページ）で構成し
ています。

巻頭に 「社会科の学習の進め方」 のモデル図を掲載し、問題解決的な学習の流れがわかるようにしました。

「問題解決的な学習」の進め方が身につきます。

「社会的な見方・考え方」を働かせた学びを促します。

対話的な学習を促し活発な表現活動につなげます。
「まとめる」ページでは、
「思考ツール」などで学
習を整理してふり返り、
考えを伝え合う対話的な
学習を多様に例示して
います。

どのような「見方・考え方」を
働かせるとよいかを、キャラク
ターのふきだし中に太字で
示唆しています。

ＩＣＴを活用した表現活動の
例を掲載しています。

巻頭の 「社会科で使う見方・考
え方」で、視点や方法を、キャラク
ターのふき出しが具体的に、わかり
やすく例示しています。

「調べたり考えたりする力」がつく教科書

各見開きの左ページに
「この時間の問い」 を
掲載し、学習が「問い」
で展開していく流れを
重視しました。

本 時 次 時

p.102・103

p.190〜193

p.190・191

p.6・7

p.5

p.150
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●動画
●ワークシート
●補助資料
●クイズ式教材

「SDGs とつ
なげて 考え
よう」は、地
域や社会、暮
らしのあり方の
これからにつ
いて考えること
を促します。

学習が今どの段階に
あるのを毎時、イン
デックスで確かめら
れるようにしました。

�巻頭のモデル図で、「学習の
進め方」をふり返る視点を
例示し、学び方の改善につな
げられるようにしています。

子ども一人一人が自分で資料を選び、「ポイント」を手が
かりに読み取って考察し、それをみんなで共有するペー
ジです。個に応じた主体的な学びを促します。

「つかむ」場面では追究の見通し（学習計画）の
立て方をていねいに例示しています。

人物のインタビューを多数掲載（第５学年
で64か所）しました。その思いにも触れなが
ら臨場感豊かに紹介しています。

社会的な「選択・判
断」や、地域や社会
のこれからについて
「構想」する学習場
面を、「つなげる」
として充実させま
した。

「主体的に楽しく学べる」教科書

「社会とつながる」子どもを育てる教科書

資料の効果的な提示やデジタル・コンテンツが関心や意欲を高めます。

社会に生きる多様な人たちの姿から学べます。

「見通し」をもって追究を進められるようになっています。

「持続可能な社会」の実現に向けた「選択・判断」や「構想」などの場面を充実させました。

「自分で調べて考える」
ページ

選択・読解 考察・共有

9か所に
掲載

全44
コンテンツ
（外部リンクを

含む）

ここからアクセス

紙面に印刷された二次元コードから子ども自身が活用できるデジ
タル・コンテンツに簡単にアクセスできます。

p.250・251

p.41・42

p.7

p.70

p.39

p.245
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カラーユニバーサル
デザインに配慮

感覚的に見やすく読み
やすいデザインに配慮

ユニバーサル
デザインフォントを使用

社会の多様性に配慮

特別支援・人権
教育への配慮

視覚や色覚、発達のあり方
が多様であることを前提に、
ユニバーサルデザインに配
慮しています。

色覚の個人差を問わず、より多くの人
に見やすい配色にしています。また図
版などは色だけでなく形や模様でも
判別できるようにしています。

資料のネームにカタカナの記号を付け
て共通理解を図りやすくしました。折
り返しの多い文章は、読みやすさを考
慮して改行しています。

本文には、ロービジョン（弱視）や読み
に困難さがある学習障がいの子どもに
も読みやすく配慮した「ＵＤデジタル教
科書体」を使用しました。

学習活動の場面では、性や国籍の違
い、障がいの有無に関わらず多様な
子どもが互いに協力し合いながら取り
組む様子を描写しています。

図書の構成・内容 特に意を用いた点と特色 該当箇所
前の学年をふり返ろう
社会科で使う⾒⽅・考え⽅
他の教科などとの関わり
社会科の学習の進め⽅

・第４学年の学習を想起するページを設け、第５学年の学習へのスムーズな接
続を図り、関心や意欲を高めることができるようにしました。〈第１号〉
・社会科と他の教科等との学習連携を示した「他の教科などとの関わり」を掲
載し、横断的な学びに向けて意欲を高められるようにしました。〈第１号〉

p．4

p．5

１ �日本の国土とわたしたちのくらし
１ 世界の中の日本の国土
２ 国土の気候と地形
３ 自然条件と人々のくらし

・国土の自然環境と暮らしの関わりについて気づけるようにして、自然を大切
にし、環境の保全に寄与する態度が養われるようにしました。〈第４号〉

・世界の国々の国旗を掲載するとともに、国旗は尊重されるべきものであるこ
とを記述して、他国を尊重する態度が養われるようにしました。〈第５号〉

p.28-57

p.10・11、
p.14

２ 未来を支える食料生産
１ 米づくりのさかんな地域
２ 水産業のさかんな地域
３ これからの食料生産

・実在する勤労者に取材した「〇〇さんの話」を多数掲載し、その思いにも触
れながら学習することができるようにして、職業と生活との関わりを考え、勤
労を重んずる態度が養われるようにしました。〈第２号〉〈第３号〉

・食料生産に携わる人々による生産や品質の向上のための工夫や努力について
理解を深められる多様な資料を掲載して、勤労を重んじ、社会の発展に寄与
する態度が養われるようにしました。〈第２号〉〈第３号〉

p.34ほか多数

p.72-85、
p.90-101、
p.106-111

３ 未来をつくり出す工業生産
１ 自動車の生産にはげむ人々
２ 日本の工業生産と貿易・運輸
３ 日本の工業生産の今と未来

・女性や障がいのある人など誰もが働きやすい労働環境づくりに努める工場の
事例を取り上げて、様々な立場の人が共に生きる社会の実現に向けて意識を
高められるようにしました。〈第３号〉

・海外生産を行う工場で、現地の習慣を理解しようと努めている日本企業の駐
在員の話から、国際理解を進められるようにしました。〈第２号〉〈第５号〉

p.139

p.164

４ 未来とつながる情報
１ �情報を伝える人々とわたしたち
２ �くらしと産業を変える情報
通信技術

・発展する情報通信技術を生産や暮らしの向上に役立てようとしている人々の
姿から、勤労を重んじ、社会の発展に寄与する態度が養われるようにしまし
た。〈第２号〉〈第３号〉

p.192-197、
p.202-206

５ 国土の自然とともに生きる
１ 自然災害とともに生きる
２ 森林とともに生きる
３ 環境をともに守る

・企業・行政・市民が協力・連携して公害の防止に努めてきたことを学習して、
社会的な責任を果たすことや公共の精神を重んじることが大切であることに
気づくことができるようにしました。〈第３号〉〈第４号〉

・リサイクル工場を集積した北九州エコタウンの取り組みについて学び、自分
たちにもできることを考えることを通して、資源の節約や再利用に寄与する
態度が養われるようにしました。〈第３号〉〈第４号〉

p.238・239

p.240-243、
p.245

日本にある世界遺産
SDGsとつなげて考えよう
５年生の学習をふり返ろう

・日本にある世界文化遺産を一覧できるページを設けることで、日本の伝統や
文化に対して愛着を深められるようにしました。〈第５号〉

・第５学年の学習を SDGsとつなげてふり返ることができるようにして、環境
の保全に向けて意識を高めたり、社会に参画する態度が養われたりするよう
にしました。〈第４号〉〈第５号〉

p.246・247

p.250・251

２．対照表

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色

全ての子どもが “学び” やすくするための配慮
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判型 書体 造本・用紙造本上の
工夫

資料を大きく掲載でき
る幅広の判型です。ラ
ンドセルや机への収納
にも配慮しました。

フォントやポイントの違い
により、本文と資料、子ど
ものノート例などを見分け
やすくしています。

年間の使用に耐えうる堅固な製本
です。また、丈夫で軽量かつ写真
や挿絵の表現力の高い再生紙を使
用し、鮮明に印刷されています。

カリキュラム・ 
マネジメントへの配慮

個に応じた学び

環境教育への取り組み

教育の ICT 化への対応

国旗の取り扱い

道徳教育との関連

国際理解・グローバル教育への対応

防災・安全教育への対応

「領土の範囲」の取り扱い

●�学年１冊の分冊は、年間を通したカリキュラム・
マネジメントに活用しやすく、また、各単元の
内容を関連づけながら学習を進めるうえで効果
的です。

●�社会科と他の教科等との学習連携を示したイ
メージ図「他の教科などとの関わり」を掲載し、
横断的な学びが意識されるようにしました。（p.５）

「もっと知りたい」ページは、意欲や関心に
応じて、さらに広く、深く学習するときに活
用することができます。
（p.58・59）（p.104・105）（p.120・121）（p.172・173）
（p.207）（p.246・247）

●�「環境をともに守る」では、企業・行政・市民
が協力・連携して公害の防止に努めてきた
ことや、将来に向けた環境保全の取り組みが
市民によって担われていることを、北九州
市を事例にして学習します。（p.236-244）
●�「SDGsとつなげて考えよう」は、第５学
年の社会科の学習を SDGsの視点からふり
返り、新たな課題や自分たちにもできるこ
とを見いだすことを促します。（p.250-251）

●�紙面に印刷された二次元コードから、子ども自
身が活用できるコンテンツに簡単にアクセスで
きます。動画、ワークシート、補助資料、クイ
ズ式教材など豊富に揃えました。家庭での学習
にも活用できます。

●�タブレット型端末など ICT機器を活用している
学習の様子や学習の例を積極的に掲載しています。
　�（p．2・3）（p．8）（p．27）（p．103）（p．118）（p．170）（p．201）
（p．235）（p．244）ほか
●�学習者用デジタル教科書と教材、教科書に準拠
した指導者用デジタル教科書を発行します。指
導者用デジタル教科書には、動画、アニメーショ
ン、フラッシュ型教材などの各種のコンテンツ
や機能を搭載します。

「世界の国々」や「日本の国土とその周り」の
地図上に各国の国旗を示し、側注欄では国旗
のもつ意義や、国旗は尊重されるべきもので
あることを記述しています。（p.10・11）（ｐ．14・15）

人間の尊重や公共の精神、生命や自然に対す
る畏敬の念の涵養など、教科の特性に応じた
道徳教育を行うことができます。（p．243）

「世界の中の日本の国土」で、各国の文化財や自然
景観などの写真を掲載しています。（p.10-13）「日本
の工業生産の今と未来」では、海外生産を行う工
場で、現地の習慣を理解しようと努めている日本企
業の駐在員の話を掲載しました。（p.164）子どもの国
際理解が進むことをねらいとしています。

●�「自然災害とともに生きる」では、これま
で日本で発生した自然災害を地図や写真で
示した折込を設けて、年表を掲載していま
す。（ｐ．210-213）

●�災害対策について、子ども一人一人が自分
で資料を選び、「ポイント」を手がかりに
読み取って考察するページを設けて、主体
的な学びを促します。（p.216-220）

「世界の中の日本の国土」で、日本の領土、領海、
排他的経済水域を示す地図を掲載しています。「領
土をめぐる問題」に関しては、北方領土、竹島、尖
閣諸島の写真と地図を掲載するとともに、それらの
島々をめぐる現状について、囲み記事を設けて１ペー
ジを使って詳しく解説しています。（p.14-18）

今日的な課題への配慮
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●「問題解決的な学習」の効果的な展開が可能

●一貫した追究を進められる「次につなげよう」

●「見方・考え方とはどういうことか」を巻頭でわかりやすく解説 ●�学習内容にそくして「見方・�
考え方」を提示

単元（学習のまとまり）の 「みんなでつくった学習問題」 と、単位時間ごとの中心的な問い
である 「この時間の問い」 を明示しています。教科書の流れにそくして、問題解決的な学習
を進めることができます。

各時間の「問い」や「予想」がつながり、単元を通して問題解決的な追究を進められます。

学習内容にそくして、「見
方・考え方」を働かせて
いる例を、子どものキャ
ラクターのふきだしの
中に太字で示しています。

巻頭に 「社会科で使う
見方・考え方」 を掲載し
ています。「時間」「空間」
「関係」の視点や、「比較」
「関連」「総合」の考え方
について、具体的に、わ
かりやすくガイドします。

編 修 趣 意 書
（学習指導要領との対照表、配当授業時数表）

受理番号 学校 教科 種目 学年
104-93 小学校 社会科 社会 第5学年

発行者の番号・略称 教科書の記号 ･番号 教科書名
17教出 社会 507 小学社会５

１．編修上特に意を用いた点や特色

「問題解決的な学習」の進め方が身につきます。

「社会的な見方・考え方」を働かせた学びを促します。

前 時 本 時 次 時

p.157〜161

「調べたり考えたりする力」がつく教科書

p.5

p.14

p.150
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動 画 楽しいクイズ

●⾃分の⼒で追究に向かう「⾃分で調べて考える」

●豊富なデジタル・コンテンツ

●対話的な学習の方法を多様に
紹介する「まとめる」ページ

紙面に印刷された二次元
コードから簡単にアクセ
スできます。子ども自身
が活用できるコンテンツ
が豊富です。

ＩＣＴを活用した表現活動など、学習
内容に応じた⽅法を多様に紹介しました。
対話的な学習を効果的に進めるうえで生
かせます。思考ツールで学習を整理する
方法も多様に紹介しています。

「⾃分で調べて考える」ページ
●⾃然条件と⼈ の々くらし（p.39-44）
●⽶づくりのさかんな地域（p.78-80）
●⾃動⾞の⽣産にはげむ⼈ （々p.137-140）
●日本の工業生産と貿易・運輸（p.148-154）
●自然災害とともに生きる（p.216-220）ほか全9か所

⼦ども⼀⼈⼀⼈が⾃分で資料を選んで、「ポイント」を⼿がかりに読み取り、考察して、みんなで共有するページです。
個に応じた主体的な学びを促します。

考察　共有

対話的な学習を促し活発な表現活動につなげます。

全44コンテンツ
（外部リンクを含む）
●動画
●ワークシート
●補助資料
●クイズ式教材

資料の効果的な提⽰やデジタル・コンテンツが関⼼や意欲を⾼めます。

「主体的に楽しく学べる」教科書

追究やまとめ方
のヒント

追究する
「問い」

資 料

ここからアクセス

p.216〜220

p.170・171

資 料 追　究
資料活用
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23か所に
掲載

64か所に
掲載

●追究の見通しの立て方を、ていねいに例示

●�タブレット型端末の活用のしかたを解説して
います。

●�学習場面に応じた「学びのてびき」を適宜、
提示しています。

●「〇〇さんの話」 ●学習段階「つなげる」 ●「SDGs とつなげて考えよう」

●各時間の学習段階を明示

学習が「つかむ」「調べる」「まとめ
る」「つなげる」のどの段階にあるの
かを、毎時、確かめながら見通しを	
もって学習を進めることができます。
「この時間の問い」の横に記載さ
れています。学習問題をつくったあと、「予想」「調べること」「調べ方」 について考え、追究の見通し

を立てる場面をていねいに例示しています。

実際のインタビューや取材に基づいてい
るので臨場感が豊かです。

社会的な「選択・判断」や、
地域や社会のこれからについ
て「構想」する場面を、学習
段階「つなげる」としています。
（p.119、p.171、p.201、p.235、
p.245）

第５学年の学習を「持続可能な開発目標
（SDGs）」の視点からふり返り、これからの
地域や社会、暮らしのあり方について考え
ることができるようにしました。（p.250・251）

「見通し」をもって追究を進められるようになっています。

 「学び方」を学べます。

社会に生きる多様な人
たちの姿から学べます。

「持続可能な社会」の実現に向けた「選択・判断」や
「構想」などの場面を充実させました。

「社会とつながる」子どもを育てる教科書

p.164

p.70・71

p.2・3
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観点 内容の特色
教育基本法・学校教育法と
の関係

・教育基本法第１条の教育の目的及び同法第２条に掲げられた教育の目標を達成できるよう編集され
ている。また、同法第５条第２項の義務教育の目的及び学校教育法第21条に掲げられた義務教育の
目標並びに同法に定められた小学校の目的及び教育の目標を達成できるよう編集されている。

学習指導要領との関係 ・学習指導要領の目標・内容・内容の取扱いに準拠し、内容をもれなく扱い、適切に単元が構成・配
列されている。

・社会の変化や課題に自ら対応していく資質や能力を育成するために、問題解決的な学習を基調として
編集されている。

児童の発達段階に
対する工夫・配慮

・体験的な活動や、生活体験とつなげる考え方を重視して編集されていて、興味や関心を高めながら
学習に臨めるようになっている。

・グラフや地図、写真やイラストには適宜、着目ポイントが示されていて、資料の読み取りに困難が生
じないようになっている。

主体的・対話的で深い学び
の実現に向けた配慮

・「問題解決的な学習の充実」、「自己調整力の育成」、「思考力・判断力・表現力の育成」、「社会的な見方・
考え方を働かせた学習」に配慮して編集されている（本表の下の各項目を参照）。

資質・能力への対応 ・「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の三つの柱を踏まえ
て編集されている（本表の下の各項目を参照。「学びに向かう力、人間性等」については「自己調整
力の育成に向けた配慮」の項を参照）。

問題解決的な学習の充実へ
の配慮

・小単元ごとに「みんなでつくった学習問題」、単位時間ごとに「この時間の問い」が例示されていて、
問題解決的な学習の展開が促されるようになっている。

・本時から次時へと学習をつなげる視点を示した「次につなげよう」が見開きページごとに掲載されて
いて、単元を通して追究の一貫性が保たれるようになっている。

自己調整力の育成に向けた
配慮

・見開きページごとに「つかむ」「調べる」「まとめる」「つなげる」のどの場面を学んでいるのかを確かめ
られる「インデックス」が設けられていて、見通しをもって学習を進められるようになっている。
・巻頭に問題解決的な学習の流れを一覧できる「社会科の学習の進め方」のページが設けられていて、
学習の進め方について見通しをもつことができるようになっている。（p.6・7）

・「社会科の学習の進め方」の中に学び方をふり返る視点を示した「学習の進め方をふり返ろう」が掲
載されていて、学習を自ら改善しながら進めていけるようになっている。（p.7）

・「つかむ」場面では、学習計画の立て方がていねいに例示されていて、見通しをもった学び方を身に
つけられるようになっている。

・巻末の「５年生の学習をふり返ろう」の中に、学び方をふり返る視点が記載されていて、第６学年の
学習に生かすことを促されるようになっている。（p.248・249）

思考力・判断力・表現力の
育成に向けた配慮

・「まとめる」ページでは、文章にまとめる、発表する、話し合うなどの多様な対話的な活動の例が紹
介されていて、思考力・判断力・表現力が育成されるようになっている。

・「つなげる」ページでは、社会的な「選択・判断」をしたり、地域や社会のこれからについて「構想」
したりする、取り組みやすくて多様な対話的な活動の例が紹介されている。
　（p.119、p.171、p.201、p.235、p.245）

知識・技能の定着に向けた
配慮

・問題を解決していくうえで重要な言葉である「キーワード」が、必要に応じて語句解説も加えて側注
欄に記載されていて、学習内容の習得が図られるようになっている。

・技能について解説した「学びのてびき」のコーナーが、学習活動の流れにそくして適宜設けられてい
て、学習を進めていくうえで必要な技能を系統的に習得できるようになっている。

「社会的な見方・考え方」を	
働かせた学習への配慮

・巻頭に「社会的な見方・考え方」とはどのようなことかを、第５学年の内容にそくして捉えることが
できる「社会科で使う見方・考え方」のページが設けられていて、「見方・考え方」を働かせた学習
が促されるようになっている。（p.5）

・学習内容にそくして「見方・考え方」を働かせている例が、子どものキャラクターのふきだしの中に
太字で示されている。（p.14、 p.25、 p.29、 p.33、 p.39、 p.68、 p.83、 p.229 ほか）

他の教科等との関連 ・社会科と他の教科等との学習連携を示した「他の教科などとの関わり」が巻頭に掲載され、横断的
に学習を進めていくべきことが意識されるようになっている。（p.5）

ICT活用への対応 ・タブレット型端末など ICT機器の多様な活用例が、学習内容に応じて写真やイラストで紹介されて
いる。（p.2・3、 p.8、 p.27、 p.103、 p.118、 p.170、 p.201、 p.235、 p.245 ほか）

・教科書の紙面に印刷された二次元コードから、子ども自身が学習に活用できる動画、ワークシート、
クイズ式教材などの多様なデジタル・コンテンツに簡単にアクセスできるようになっている。
・学習者用デジタル教科書と教材、教科書に準拠した指導者用デジタル教科書が発行される。指導者
用デジタル教科書には、動画などの各種のコンテンツや機能が搭載される。

検討の観点と内容の特色
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人権への配慮 ・学習活動の場面では、性や国籍の違い、障がいの有無に関わらず多様な子どもが互いに協力し合い
ながら取り組む様子が描写されている。（「もくじ」をはじめ全般）

・「自然条件と人々のくらし」の特設ページで、アイヌの人たちの伝統的な文化を取り上げて、その中で、
文化の継承に向けたアイヌの人たちの取り組みについて紹介している。（p.58・59）

・「未来をつくり出す工業生産」で、ユニバーサルデザインの自動車が開発・生産されていることや、
障がいの有無や性別の違いなどに関わらず誰もが働きやすい職場を目ざす自動車工場の取り組みに
ついて紹介している。（p.138・139）

印刷・造本 ・資料を大きく掲載できる幅広の判型であり、ランドセルや机への収納にも配慮されている。
・年間の使用に耐えうる堅固な製本であり、丈夫で軽量かつ写真や挿絵の表現力の高い再生紙が使用
されている。環境への配慮から再生紙と植物油インキが使用されている。

・表紙は抗菌加工されている。

書体・ポイント ・ユニバーサル・フォントの使用を基本とし、本文には、ロービジョン（弱視）や読みに困難さがある学
習障がいの子どもにも読みやすく配慮した「ＵＤデジタル教科書体」が使用されている。

・フォントやポイントの違いにより、本文と資料、子どものノート例などを見分けやすくなっている。

表記・表現 ・第４学年までの配当漢字は、漢字による表記が基本とされている。第５学年以上の配当漢字や固有
名詞、社会科用語等には、見開きごとに「ふりがな」が付され、それとともに、平易な文章表現や
語句解説により読解に負担がかからないよう配慮されている。

・１文が数行にわたる場合には、読みやすい箇所で改行されている。

特別支援教育に
関わる配慮

・障がいの有無や発達の特性に関わらず、誰もが読みやすいユニバーサルデザインの考え方に基づい
て紙面が作成されている。色覚の個人差を問わず、より多くの人に見やすい配色になっている。また
図版などは色だけでなく形や模様でも判別できるようになっている。

単元名・小単元名 学習指導要領の内容 該当ページ 配当時数
１　⽇本の国⼟とわたしたちのくらし （１）我が国の国⼟の様⼦ p.8-59 20

　　１　世界の中の⽇本の国⼟ （１）-ア（ア）（ウ）、イ（ア） p.10-19 6

　　２　国⼟の気候と地形 （１）-ア（イ）（ウ）、イ（イ） p.20-27 4

　　３　⾃然条件と⼈々のくらし （１）-ア（イ）（ウ）、イ（イ） p.28-57 10

２　未来を⽀える⾷料⽣産 （２）我が国の農業や⽔産業における⾷料⽣産 p.60-121 26

　　１　⽶づくりのさかんな地域 （２）-ア（ア）（イ）（ウ）、イ（ア）（イ） p.66-87 13

　　２　⽔産業のさかんな地域 （２）-ア（ア）（イ）（ウ）、イ（ア）（イ） p.88-103 8

　　３　これからの⾷料⽣産 （２）-ア（ア）（ウ）、イ（ア） p.112-119 5

３　未来をつくり出す工業生産 （３）我が国の⼯業⽣産 p.122-173 23

　　１　自動車の生産にはげむ人々 （３）-ア（ア）（イ）（エ）、イ（ア）（イ） p.124-141 10

　　２　日本の工業生産と貿易・運輸 （３）-ア（ウ）（エ）、イ（ウ） p.146-155 5

　　３　⽇本の⼯業⽣産の今と未来 （３）-ア（ア）（イ）（エ）、イ（ア）（イ） p.156-171 8

４　未来とつながる情報 （４）我が国の産業と情報との関わり p.174-207 13

　　１　情報を伝える⼈々とわたしたち （４）-ア（ア）（ウ）、イ（ア） p.176-187 7

　　２　くらしと産業を変える情報通信技術 （４）-ア（イ）（ウ）、イ（イ） p.190-201 6

５　国⼟の⾃然とともに⽣きる （５）我が国の国土の自然環境と国民生活との関連 p.208-247 18

　　１　⾃然災害とともに⽣きる （５）-ア（ア）（エ）、イ（ア） p.210-221 7

　　２　森林とともに⽣きる （５）-ア（イ）（エ）、イ（イ） p.222-235 6

　　２　環境をともに守る （５）-ア（ウ）（エ）、イ（ウ） p.236-245 5

計 100

２．対照表


